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このリーフレットの統計は､日本社会の様々な分野における女性と男性の状況を
示しています｡ 主として政府機関が行った公的統計データを基に作成しています。
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女性雇用者の勤続年数は、男性に比べて短い
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男女賃金格差は縮小しているが、女性は男性の75.2％
（一般労働者の所定内給与額） 単位：千円
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死因の一位は男女ともに悪性新生物〈腫瘍〉
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自殺者数は10年連続で減少しているが、2021年も女性のみ増加

直近選挙での当選者女性割合は衆議院9.7%、参議院28.0%
2022年7月現在、衆議院46名（10.1%）、参議院64名（25.8%）

世界経済フォーラムの男女格差指数（GGGI）では日本は１46カ国中１16位
（内訳：経済121位、教育1位、健康63位、政治139位）
UNDPの人間開発指数（HDI）では、日本は１８９カ国中１９位

（UNDP　2020年）
SDGs達成状況では、日本は79.6点（19位）

（Sustainable Development Report 2022年）

（世界経済フォーラム　2022年）
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単位：件児童虐待相談対応件数は毎年増加しており、20万件を越えた
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介護保険認定者は増加し続けており、女性は男性の2.2倍 単位：万人
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日本の総人口は1億2550万人

人口の年齢構成は壷型で、底辺が先細り
（2021年）
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衆議院（下院）の女性議員割合（9.7％）は、193カ国中166位（列国議会同盟、IPU）
女性議員割合（下院）が、30％以上の国は61カ国 （2022年3月）

配偶者間の傷害・暴行による被害は、約9割が女性

生活保護実人員数は男女ともに増加を続けている

2020年の女性に対する強制性交等被害は1,260件、
強制わいせつ被害は3,995件

強制性交等認知件数（被害発生率）

強制わいせつ認知件数（被害発生率）
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17歳以下の子どもがいる現役世帯の相対的貧困率
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82歳：
日中戦争の動員による
昭和14年（1939年）の
出生減

47～50歳：
昭和46～49年
（1971～1974年）
第2次ベビーブーム

55歳：昭和41年
（1966年）（ひのえうま）
の出生減

75歳：
終戦前後における
出生減

72～74歳：
昭和22～24年
（1947～1949年）
第1次ベビーブーム

地方公共団体首長は、女性割合が１割以下:知事（4.3％）、特別区長（8.7％）、
市長（3.7％）、町村長（1.1％）では著しく低い　 単位：人（％）

2021年の地方議会の女性割合は、特別区は30.7％、町村は11.7％
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出所等について、
詳しくはHPをご覧ください

悪性新生物〈腫瘍〉 心疾患 老衰 脳血管疾患 肺　炎

男性女性女性

注：2021年のデータは特別区長のみ2022年の値

都道府県知事 市長 内、政令指定都市 特別区長 町村長
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今後、人口減少と高齢者の割合増加が予想されている
（2017年推計） 単位：万人（％）
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平均寿命と健康寿命の差は、女性12.36年、男性8.96年

1世帯当たり人員数は減少し続けて2.39人

1986年 1995年 2.91 2.393.22 2019年

配偶関係別15歳以上人口の構成割合は、死別・離別の増加に
対して、有配偶は低下　　　　　　　　　　　　
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初婚年齢は男女ともに上がり、妻29.4歳、夫31.0歳、年齢差は縮小した
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離婚件数は2002年が頂点（289,836件）。同居20年以上の
離婚割合は20.2％
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女性の就業者数は増加しているが、労働力率（15歳以上人口に
占める労働力人口の割合）は、女性は53.5％、男性は71.3％

単位：万人（％）

大学の専攻は、特に工学、理学は女性の割合が低い 単位：人（％）
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家事関連時間の男女差は、平日は約3時間、土曜日は約2時間

６歳未満の子どもをもつ夫の家事・育児時間（１日当たり）は
1時間23分で、他の先進国に比べて低水準にとどまっている
（2004～2016年）

7：34

3：45

1：23

0：49

5：40

2：18

3：10

1：20

5：49

1：57

2：30

0：40

6：11

2：18

3：00

0：59

5：29

2：10

3：21

1：07

単位：時間 : 分

2006年

2:02

2:20

2:24

2016年

2:02

2:20

2:27

2006年

3:32

3:40

3:40

2016年

3:25

3:35

3:37

2006年

0:30

0:53

1:04

2016年

0:34

1:02

1:11

単位：時間：分

平　日

土曜日

日曜日
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４年制大学への現役進学率は男女ともに上昇。女性は短大への
進学率が低下

合計特殊出生率は1.33。出生数は低下傾向が続いている
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注：家事関連時間は「家事」「介護・看護」「育児」「買い物」の合計

注：（　）内は 2019年 健康寿命
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最低の出生数　840,835人
合計特殊出生率　1.33

注：1990年のデータは専修学校（専門課程）のみ1991年の値

2021年

2000年

1990年

女性の労働力率は上昇し、Ｍ字型から台形に近づきつつある
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女性は男性に比べ事務、サービス従事者が多く、非正規も多い

注：専（除保・医）＝専門的・技術的職業従事者，専（保･医）＝専門的・技術的職業従事者のうち保健医療従事者，

　管＝管理的職業従事者，事＝事務従事者，販＝販売従事者，サ・保＝サービス・保安職業従事者，農＝農林漁業

作業者，生・その他＝生産工程、輸送・機械運転、建設・採掘、運搬・清掃・包装等従事者

家族従業者雇用者（役員） 自営業主雇用者（非正規）雇用者（正規）
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単位：％

民間企業の女性役職者の割合（企業規模30人以上、役員含む
係長級以上）は低い
2015年 2020年10.2 12.9

雇用者に占める正規従業員の割合は、女性45.0%、
男性72.0%
（2021年） 単位：万人（％）
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雇用者 正規の職員・従業員役員

パート・アルバイト 嘱託・契約他派遣社員
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